
受付開始 18:00

阪神経営研究会 11月例会＆次年度方針発表会  担当：公式教材・ありがとう委員会

「施工伝票に載らない価値」

を提供できる人財を育てよう！

～技術は人格の上に立つ～

令和 2 年

「誇れ、助っ人稼業　敢然と飄々と」を企業理念に掲げ「現場監督

支援業」という事業ドメインの中で「施工伝票に載らない価値の提

供」をスローガンに「キツイ ・ キタナイ ・ キケン ・ カッコイイ」の 4

K を誇りと男気にしている施工業者の水谷工業株式会社、京極社長より

ローリスク ・ ハイリターンである人財育成の仕組みを学び、ありがと

うが溢れる会社を共につくりましょう！

水谷工業株式会社 代表取締役

京極 盛 レクチャラー

みつるきょうごく

講師紹介

①前向な人財を育てる具体的な方法を学ぶ

②人間的魅力を高める方法を学ぶ

③他社の社風向上の取り組みについて知る

学びのポイント

開催場所

※経営研究会会員さん、会員の社員さんは無料です

2,000円参加費

Zoom
主催 日創研 阪神経営研究会　担当：委員長 橋本充雄　TEL 090-1242-9933

次年度方針発表会

①方針発表会全体を通して自社の
　経営課題に気づく
②次年度委員長の発表を通じて人を
   動機付けするヒントを学ぶ
③次年度委員長の発表を通じて自社が
　成長できるヒントを学ぶ

学びのポイント

1130
月

例会
開演 18時30分 ～ 20時30分
〈受付開始：18時00分〉

次年度方針発表会
開演 20時30分 ～ 21時00分

「誇れ、助っ人稼業　敢然と飄々と」を企業理念に掲げ「現場監督

支援業」という事業ドメインの中で「施工伝票に載らない価値の提

供」をスローガンに「キツイ ・ キタナイ ・ キケン ・ カッコイイ」の 4

K を誇りと男気にしている施工業者の水谷工業株式会社、京極社

長よりローリスク ・ ハイリターンである人財育成の仕組みを学び、

ありがとうが溢れる会社を共につくりましょう！



～相互扶助の精神で真の黒字企業へ～

日創研 阪神経営研究会
多賀 茂樹設立会長

大阪神戸を結ぶ地に、2020年阪神経営研究会が発足します。国内では東京オリンピックが開催され、経済的にも大きく飛躍する1年となるでしょ
う。しかし、オリンピックが終わると、経済は乱れると言われています。
　大阪万博開催も決定し、関西圏は明るい話題が多いと言われていますが、私達中小企業が生き抜く為には外部環境に左右されない、自社の強み
が必要です。強みを創る為、見つける為、発展させる為に、私たちは学び続ける必要があります。
　経営研究会は、日本創造教育研究所の様々な研修の効果性を保つため、自社に取り入れる手法を学ぶために設立されました。学び続ける事の意
味を知り、その価値を高め合う組織です。その為には相互扶助の精神を持って、お互いを高め合うことが必要です。時には厳しい言葉で叱咤激励
をすることも、時には涙を流し、悩みを打ち明けることも必要です。
　私達阪神経営研究会は、一人一人が会への参画意欲を高く持ち、魅力のある会を創る事を目指します。真の黒字経営とは、結果が真の強みから
くることを言います。外部環境でたまたま利益が出たり、今までの経営資源のおかげで、創意工夫しなくても出る利益ではなく、黒字の要因が、
自社の強みに対して、真にお客様に選ばれる会社であり、その強みが他社に真似できないモノであることが真の黒字です。
　阪神経営研究会は、全ての会員企業の強みを創り出し、全社健全な黒字経営を目指します。その為には、学び続ける事が必要不可欠です。
　経営には、多くの問題や障害があります。時には一人の力では乗り越えることが困難な事もあるかも知れません。そんな時こそ、仲間の知恵や
知識、経験からくるアドバイスや励まし合いの場となるのも、阪神経営研究会です。
　経営には、3つの坂が訪れると言います。登り坂・下り坂　そして、まさか。登りの時も、下りの時もしっかりとその真因を把握し、常に変革の
精神を持つ事で、【まさか】を乗り越えることが出来ます。そして変革【イノベーション】を起こす為には、自社の現状、外部環境、業界の現状
等をしっかりと把握し、未来の展望を見つめる事が必要です。
　情熱を持ち、ワクワクするビジョンを持ち理念を追求する事が私たちの使命です。
　また、単にがむしゃらに突き進むのではなく、しっかりと計画的に、効率的に経営する事が必要です。ＫＫＤＨ経営ではなく、ＰＤＣＡをしっ
かりと廻し常にスパイラルアップする企業である為に、阪神経営研究会が存在するのです。
　そして会員さんは常に学び続ける環境に身を置くことで、真の黒字企業を目指せるのです。

方針1）自社の経営がより良くなる為の例会を開催し、自社の経営に活かす
方針2）理念経営の理解と経営計画作成の為の小勉強会を開催する
方針3）新入会員拡大と退会者の防止を全員で取り組む
方針4）日創研の可能思考研修・職能研修参加を促進する
方針5）全国3大事業への積極的参加と学びのシェア
方針6）100名体制に向けての役職者育成
方針7）公式教材の活用促進
方針8）承認する会風をつくる

年間スケジュール

6/29(月)
例　会

8/28(金) 10/8(木) 11/30(月) 12/22(火)
例　会 例　会総会・白熱教室 総会・例会

1/22(水)
新春 発足会

(活性化)

2/3(月)
特別基調講演

日創研グループ
代表 田舞 徳太郎氏 

(広報) (広報)

(総務)

3/25(水)

全国統一
サテライト例会

(経営理念・リーダーシップ)

(経営理念・リーダーシップ)

（公式教材・ありがとう）
（総務・会員拡大活性化）

阪神経営
発表大会

(戦略・計画)

9/22(火)

全国経営
発表大会

Zoom開催Zoom開催 Zoom開催 Zoom開催
高満 洋徳氏
金     午実氏
西川 智之氏

Zoom開催
京極 盛氏

Zoom開催
(戦略・計画)

日程など
詳しくはHPを
ご覧ください。

阪神経営研究会 2020年度 会長方針

5/27(水)
5/28(木)

全国大会in香川

(総務)

4/17(金)
例　会

（公式教材・ありがとう）

in東リ いたみホール
京極盛氏

中　止
中　止 中　止

高畑 欽哉氏
Zoom開催

次年度方針発表会
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